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5. 1 コンビネー ションなわとび
疇
①なわとびに苦手意識を持つ子どもの意欲を引き出
し，おもしろさを味わわせることができた3
②動き方や行う人数を考えることで運動のおもしろ
さが増していくことを実惑できた。
上記の成果につながった「探求の過程」のみとりと
支援は以下のとおりである。
みとり
・複数で跳ぶとことにおもしろさを感じている。
・目新しい技，すごい技をやってみたいと思っている
• なわとびの動きを身につけるには反復練習が大切
支援。
・2人以上でとぶコンビネーションなわとびに取り組
む。
・「すごい」と感じるだけでなく 「できるかも」と思
えるようなコア・テクニックの選択と動画による提
示。（図 13)
・子ども同士の技の紹介などで楽しさが広がるような
機会を設ける。
二
諜題
縄の回し方の重要性に気づかせていく授業展開のエ
夫が課題である。
全てのなわとびの技の基本であり，学ばせたい内容
の一つ「なわとびをする時は，跳ぶことよりも，跳ば
せることが大切である」ということにはあまり迫る
ことができなかった。固定化したペアやグループでは
良くも悪くも「相手意識」が弱くなってしまった）人
が変われば，動きも変わってくるので，ペアの変更を
促すような発問やワークシートの工夫など，授業の展
開を工夫することで，回し方，ターナーに意識が向け
られたと思われる。
「跳ばせる」ためは，相手の動きをよく見て，その
考えを読み取るなど，相手の体と心に意識を向けるこ
とが必要である。（図 14)そしてそれは相手を「思い
やる」実体験になるので，今後の研究課題としたい。
- 132-
5. 2 キャッチバレーボール
成
①ボール運動に苦手意識を持つ子，チーム内での疎
外感を持った子も，ゲームに意欲的に参加する姿が
見られた。
②3つの局面について学びを進めていく取り組みを
通じて，仲間と多くの意見を交流することができた。
上記の成果につながった「探求の過程」のみとりと
支援は以下のとおりである。
みとり
・ボールの操作，対人プレイに苦手意識を持っている。
・ゲームで何をしていいのか分からないことがある
・チームのつながりを表すようなものがあるとうれし
し‘。
支援
．扱いやすいボール（図 15) とネット型ゲーム。
• 3つの局面の提示と，それらに対する個々の学びを
可視化3
・学びを示すチームシートヘの書き込み（図 16)など
課題
MIKASA 
バレーボールキッズ
レクリエーション4号
（図15:扱いやすいボー ル）
. .,.,.~~ ー
（図16:チー ムシー トヘの書き込み）
キャッチありのルールによって3段攻撃が可能にな
ったり，チーム全員がボールに触る機会が増えたりし
たが，バレーボールの特徴であるテンポの良い攻防が
見られにくくなった。ボールを保持する時間が長かっ
たり，歩いてしまったりすることもあっt~
また単元の途中「組み立てる」の学びを引き出すた
めに，ブロックを採用したが「ブロックをかわす」い
う組み立てまでは至らなかった。逆にブロックありに
したため，組み立ての機会が減ってしまうことにもな
った。ブロックの採用については今後検討の余地があ
る。（凶 17)
決まった相手と戦う「対抗戦」では，「ロー テー ショ
ンはするけど，ポジションを固定したい」という意見
がでた。実際のバレーボールもセッター，アタッカー
リベロと役わりによる専門性は低くない。そこで採用
したものの， 一人の子どもの学ぶ局面を制限してしま
うことになっt;:,
今回6年生で初めて取り組んだキャッチバレーであ
ったが，前学年において取り組めていればまた様相も
変わってきたかもしれない。今後6年間を見通したカ
リキュラムづくりをしていくことが大切である。
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